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「ふるさとに根ざした教育活動」 

校長 富○ 弘○ 

 子どもたちにとってとても楽しかった４２日間の長い夏休みも終わり，いよいよ２学期がスタートし

ます。１８人の子どもたちが，事故や事件に巻き込まれることなく全員元気に登校できたことに感謝い

たします。２学期は，秋季小中合同大運動会，市陸上記録会，学習発表会などの学校行事も予定されて

います。子どもたち一人一人がそれぞれの場面で目的意識をしっかりともった，光り輝く学校生活の実

現に向けて，教職員一同，保護者，地域の皆様と力を合わせて取り組んでいく所存です。御協力を今後

もよろしくお願いします。 
 さて，８月は住用小学校の名前が全国区になりました。８月９日(水)ＮＨＫテレビ｢のんびりゆった

り路線バス｣で子どもたちが明るく元気に学校生活を過ごしている様子やヤジの保護活動に取り組んで

いる様子が全国に紹介されました。また，環境教育の発展に寄与する団体を選定する｢第２４回コカ･コ

ーラ環境教育賞｣に応募したところ，全国からの応募総数８１団体から｢活動表彰部門１０団体[優秀

賞]｣に選出される快挙を成し遂げました。これまで，地域の方々や保護者の方々の協力を得ながら子ど

もたちがこつこつと取り組んできた成果だと思います。子どもたちに大きな拍手を送りたいと思いま

す。さらに，最優秀賞を目指し，８月１９日(土)に実施された｢コカコーラ環境フォーラム最終選考会(北

海道)｣に，５年生の潤井あいさん，澤華楓さん，新冨明音さんの３人が学校を代表して参加し，これま

での先輩たちの活動を引き継ぎ行っているヤジ保護活動状況を堂々とプレゼンテーションを行いまし

が夢は叶いませんでした。 
いずれも平成 18 年から｢総合的な学習の時間｣を中心に学習してきたヤジの保護活動についての取組

みです。これからも，ふるさとに根ざした教育活動をとおして「郷土を知り，郷土を愛し，郷土に貢献

できる」子どもに育ってほしいと願います。 
  最後に，これまでリュウキュウアユ保護活動を通した環境教育は， 

｢中学年の総合的な学習の時間｣を中心に行ってきました。しかし， 

来年度は，児童数 12 人，３年及び４年生の児童は０人の予定です。 

このままだとこれまで 11 年間取り組んできた活動の継続が難しくな 

ってきます。今後，予定されています留学里親制度に手を上げていた 

だいたり，みなさんの御親戚やお知り合いの方を是非住用小学校へ転 

入・入学してもらえるよう呼びかけたりし児童数の確保に御協力をよ 

ろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《９月》  
１日（金） 始業式 
２日（土） PTA奉仕作業 
６日（水） 学級ＰＴＡ    

１３日（水） 運動会予行練習      
１５日（金） 運動会会場設営       
１７日（日） 保小中合同運動会       
２２日（金） 振替休日 
１９～２１日 朝の登校指導週間 
２０日（日） 市民清掃の日 
 
 

９・１０月の行事 

《１０月》  
１日（日） 各集落豊年祭 
４日（水） 西仲間悪綱引き 
７日（土） リサイクル活動（予定） 
８日（日） 住用地区体育祭 

１０～１２日 ３校合同宿泊学習 
１３日（金） 5・6年休業日 
２５日（水） 市陸上記録会          
２８日（土） 住用中文化祭50周年式典 
       市民文化祭（～11/5） 



 


